
四

香

川

用

水

吉
野
川
の
水
源
地
帯
は、

年
間
雨
量
三
0
0
0
ミ
リ
に
達
す
る
多
雨
地
域
に
属
し、

台
風
の
常
襲
地
帯
に
あ
た
る
た
め
古
来
よ
り

洪
水
に
よ
る
被
害
が
大
き
か
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、

吉
野
川
流
域
に
は
年
間
流
量
約
五
O
億
ト
ン
に
も
及
ぶ
豊
富
な
水
が
流
れ
て
い

る
が
、

河
状
係
数
（
最
大
流
量
と
最
小
流
量
の
比）

が
大
き
く
洪
水
防
御
や
河
川
維
持
は
極
め
て
困
難
で
あ
っ
た
。

ま
た、

利
水
面

業農第l 章

か
ら
み
て
も
自
然
状
態
に
お
け
る
利
水
能
力
は
低
く、

各
分
水
地
点
や
支
川
を
利
用

し
て
発
電
が
行
わ
れ
て
い
た
程
度
で
、

そ
の
豊
富
な
水
資
源
も
大
半
は
利
用
さ
れ
る

町の北西部を流れる香川用水

」
と
な
く
海
に
流
さ
れ
て
い
た
。

一

方、

瀬
戸
内
側
の
香
川
県
は
降
雨
量
が
少
な
く、

し
か
も
各
河
川
と
も
流
域
は

狭
く
急
流
で
あ
る
た
め
、

降
雨
は
鉄
砲
水
と
な
り
平
時
の
流
量
は
極
め
て
少
な
い
。

こ
の
た
め
、

た
め
池
を
つ
く
る
な
ど
し
て
水
確
保
に
努
力
を
続
け
て
き
た
が
、

慢
性

的
な
水
不
足
を
解
消
す
る
こ
と
は
で
き
ず
吉
野
川
の一
分
水
を
古
く
か
ら
切
望
し
て
き

た
。

吉
野
川
本
流
を
中
心
と
し
た
大
規
模
な
開
発
計
画
は、

既
に
昭
和
の
初
期
か
ら
発

電
を
目
的
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、

昭
和
十
三
年
の
河
水
統
制
事
業
に
基
づ

き、

初
め
て
吉
野
川
の
総
合
開
発
調
査
が
内
務
省
の
手
で
行
わ
れ
た
。

し
か
し、

第
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二
次
大
戦
と
と
も
に
中
断
さ
れ
計
画
樹
立
に
は
至
ら
な
か
っ
た。

戦
後
に
な
っ
て
、

経
済
安
定
本
部
を
中
心
と
し
て
吉
野
川
の
総
合
開
発

計
画
が
再
検
討
さ
れ
「
安
本
案
」

と
よ
ば
れ
る
計
画
を
樹
立
し
た
。

ま

た、

昭
和
二
十
五
年
に
は
国
土
総
合
開
発
法
が
制
定
さ
れ、

四
国
四
県
・

関
係
官
公
庁
・

電
力
会
社
な
ど
の
諸
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
に
立
案
し
た
種
々

の
計
画
案
が
検
討
さ
れ
た
が、

関
係
者
の
意
見
の
一

致
を
み
ず
表
面
的
に

は
一

時
停
滞
し
た。

香川用水概要図

昭
和
三
十
年
代
後
半
に
な
る
と
日
本
経
済
の
高
度
成
長
が
始
ま
り、

四

国
に
も
工
場
誘
致
の
た
め
の
産
業
立
地
条
件
の
整
備
が
強
く
望
ま
れ
る
よ

う
に
な
っ
た。

こ
の
た
め、

吉
野
川
の
水
資
源
開
発
の
必
要
度
が
一

段
と

高
く
な
り、

昭
和
三
十
七
年
四
国
地
方
総
合
開
発
促
進
法
に
基
づ
い
て
発

足
し
た
「
四
園
地
方
総
合
開
発
審
議
会」

は、

四
国
開
発
の
中
核
で
あ
る

吉
野
川
総
合
開
発
の
実
現
が
急
務
で
あ
る
と
し
て
各
種
用
水
の
配
分
・

費

用
の
分
担
割
合
等
に
つ
い
て
検
討
し
関
係
者
の
意
見
調
整
に
努
め
た
結

果、

よ
う
や
く
昭
和
三
十
九
年
に
至
っ
て
早
明
浦
ダ
ム
の
建
設
計
画
に
つ

い
て、

四
国
四
県
が
同
意
す
る
運
び
と
な
っ
た。

こ
の
う
ち
治
水
に
つ
い
て
は
1

早
明
浦
ダ
ム
に
お
い
て
水
流
量
毎
秒
四

七
0
0
ト
ン
の
う
ち
二
七
0
0
ト
ン
を
洪
水
調
節
と
し、

下
流
各
ダ
ム
の
洪
水
調
節
と
合
わ
せ
て
岩
津
地
点
で
計
画
高
水
流
量
毎
秒

一

万
七
五
0
0
ト
ン
を
一

万
五
0
0
0
ト
ン
に
低
減
さ
せ
る
も
の
と
し
た。

利
水
に
つ
い
て
は、

池
田
地
点
で
の
開
発
前
の
年
間
流

出
量
は
年
平
均
で
約
四
五
億
立
万
メ
ー
ト
ル
で、

そ
の
う
ち
利
水
に
約
一

三
億
立
方
メ
ー
ト
ル
使
用
し
て
い
た
の
で
利
用
率
は
約
三

が
可
能
と
な
っ
た。

O
UA
で
あ
っ
た
が、

開
発
に
よ
り
新
た
に
八
・
六
億
立
方
メ
ー
ト
ル
の
用
水
が
増
え
た
こ
と
に
な
り、

合
わ
せ
て
約
五
O
%
の
利
用

こ
の
開
発
に
よ
っ
て
吉
野
川
は、

流
水
の
正
常
な
機
能
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き、

河
川
流
量
の
安
定
化
が
図
ら
れ
た
わ
け
で
あ

る。

し
た
が
っ
て、

従
来
渇
水
期
に
お
い
て
生
じ
て
い
た
下
流
の
水
利
用
制
限
も
塩
害
も
解
消
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

池
田
ダ
ム
は
こ
れ
ら
の
機
能
を
生
か
す
た
め
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で、

洪
水
調
節
・

低
水
流
量
の
調
整
・

吉
野
川
北
岸
用
水
・

並

び
に
香
川
用
水
に
と
利
用
さ
れ
て
い
る。

有
効
貯
水
量
は
四
四
O
万
立
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

こ
の
池
田
ダ
ム
に
貯
え
ら
れ
た
水

は、

こ
こ
か
ら
阿
讃
山
脈
を
貫
く
八
キ
ロ
の
導
水
ト
ン
ネ
ル
で
香
川
県
に
導
入
さ
れ
る。

導
入
水
は
東
西
分
水
口
か
ら
東
西
に
延
び

る
幹
線
水
路
九
八
キ
ロ
を
通
じ
て
県
下
各
地
に
配
水
さ
れ
る。

香
川
へ
分
水
さ
れ
る
年
間
二
億
四
七
O
O
万
ト
ン
（
香
川
県
の
全
た
め
池
貯
水
量
の
約
二
倍）

の
用
水
は、

農
業
用
水
に
一

億
五

業

0
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
田
畑
が
対
象
と
な
っ
て
い
る。

0
0
万
ト
ン
・
工
業
用
水
に
七
九
O
O
万
ト
ン
・

水
道
用
水
に
六
三
O
O
万
ト
ン
の
割
合
で
利
用
さ
れ
る。

農
業
用
水
は、

三
万
七

昭
和
四
十
三
年

香
川
用
水
事
業
着
工

早
明
浦
ダ
ム
完
成
（
総
貯
水
量
三
億

二
ハ
O
O
万
ト
ン
）

十
月

農

・
昭
和
四
十
八
年
十
一

月

第1章

昭
和
四
十
八
年

四
月

東
部
幹
線
水
路
高
松
ま
で
完
成

財
団
町
で
香
川
用
水
の
通
水
式
（
ポ
ン
プ
ア
ッ

プ
揚
水）

昭
和
田
十
九
年

五
月
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昭
和
四
十
九
年

東
部
浄
水
場
給
水
開
始

J\ 
月

昭
和
五
十

月

池
田
ダ
ム
完
成
（
総
貯
水
量
一

二
六
五
万
ト
ン

年

昭
和
五
十

六
月

香
川
用
水
の
本
格
通
水
開
始

年

昭
和
五
十
三
年

六
月

香
川
用
水
幹
線
全
線
通
水
開
始

第5 編

昭
和
五
十
六
年

香
川
用
水
事
業
完
工
（
総
工
費
三
二
二
億
円）

月
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